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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年6月2日(2016.6.2)

【公表番号】特表2012-532885(P2012-532885A)
【公表日】平成24年12月20日(2012.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2012-054
【出願番号】特願2012-519754(P2012-519754)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 213/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  15/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/07     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/05     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/50     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  213/22     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｆ    7/08     　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｊ   31/22     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｆ    7/08     　　　Ｘ
   Ｃ０７Ｆ   15/02     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/07     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/05     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   77/50     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   77/38     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年4月8日(2016.4.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
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【化４】

の錯体であって、
式中、
ＧがＭｎ、Ｆｅ、もしくはＣｏであり；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１が独立し
て水素、Ｃ１－Ｃ１８アルキル、Ｃ１－Ｃ１８置換アルキル、アリールもしくは置換アリ
ール、またはハロ基もしくはエーテル基－ＯＲ３０（Ｒ３０はヒドロカルビル）から選択
される不活性の官能基であり、水素以外のＲ１～Ｒ１１は、任意選択で少なくとも一つの
ヘテロ原子を含有し；そして任意選択でＲ４とＲ５とが、そして／または、Ｒ７とＲ８と
が、一緒に結合して、置換もしくは不置換の、飽和もしくは不飽和の、環式のもしくは多
環式の、環構造である環を形成し；そして
Ｌ１およびＬ２が独立してＣ１－Ｃ１８アルキル、Ｃ１－Ｃ１８置換アルキル、アリール
、もしくは置換アリール基であり、ここで、Ｌ１およびＬ２が任意選択で少なくとも一つ
のヘテロ原子を含有し、ただし、ヘテロ原子が酸素である時、それは直接Ｇへと結合でき
ないという条件である、
錯体。
【請求項２】
　Ｌ１およびＬ２の各々が炭素原子を介してＧへと共有結合する、請求項１に記載の錯体
。
【請求項３】
　Ｒ６がアリールもしくは置換アリールであり、Ｒ１～Ｒ５、Ｒ７～Ｒ１１が水素である
、請求項１に記載の錯体。
【請求項４】
　Ｒ１～Ｒ１１が水素である、請求項１に記載の錯体。
【請求項５】
　ＧがＦｅ（ＩＩ）もしくはＦｅ（ＩＩＩ）である、請求項１に記載の錯体。
【請求項６】
　錯体が支持体上に固定されている、請求項１に記載の式（Ｉ）の錯体であって、ここで
式（Ｉ）が
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【化４ｂ】

であって、
式中、
ＧがＭｎ、Ｆｅ、ＮｉもしくはＣｏであり；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１が独立し
て水素、Ｃ１－Ｃ１８アルキル、Ｃ１－Ｃ１８置換アルキル、アリールもしくは置換アリ
ール、またはハロ基もしくはエーテル基－ＯＲ３０（Ｒ３０はヒドロカルビル）から選択
される不活性の官能基であり、水素以外のＲ１～Ｒ１１は、任意選択で少なくとも一つの
ヘテロ原子を含有し；そして任意選択でＲ４とＲ５とが、そして／または、Ｒ７とＲ８と
が、一緒に結合して、置換もしくは不置換の、飽和もしくは不飽和の、環式のもしくは多
環式の、環構造である環を形成し；そして
Ｌ１およびＬ２が独立してＣ１－Ｃ１８アルキル、Ｃ１－Ｃ１８置換アルキル、アリール
、もしくは置換アリール基であり、ここで、Ｌ１およびＬ２が任意選択で少なくとも一つ
のヘテロ原子を含有し、ただし、ヘテロ原子が酸素である時、それは直接Ｇへと結合でき
ないという条件である、
錯体。
【請求項７】
　前記支持体がカーボン、シリカ、アルミナ、ＭｇＣｌ２、ジルコニア、ポリエチレン、
ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリ（アミノスチレン）、デンドリマーおよびそれらの
組み合わせからなる群より選択される、請求項６に記載の錯体。
【請求項８】
　Ｒ１～Ｒ１１の少なくとも一つが、支持体へと共有結合する少なくとも一つの官能基を
含有する、請求項６に記載の錯体。
【請求項９】
　シリルヒドリドと少なくとも一つの不飽和基を含有する化合物とを含有する組成物のヒ
ドロシリル化のためのプロセスであって、任意選択で溶媒の存在下において、前記組成物
を請求項１に記載の式（Ｉ）の錯体と接触させ、シリルヒドリドが少なくとも一つの不飽
和基を含有する化合物と反応するようにさせ、前記錯体を含有するヒドロシリル化産物を
産生するステップを含有する、プロセス。
【請求項１０】
　磁気分離および／もしくはろ過によって前記ヒドロシリル化産物より前記錯体を除去す
るステップを含有する請求項９に記載のプロセス。
【請求項１１】
　前記錯体が支持体上に固定される、請求項９に記載のプロセス。
【請求項１２】
　前記支持体がカーボン、シリカ、アルミナ、ＭｇＣｌ２、ジルコニア、ポリエチレン、
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ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリ（アミノスチレン）、デンドリマーおよびそれらの
組み合わせからなる群より選択される、請求項１１に記載のプロセス。
【請求項１３】
　Ｒ１～Ｒ１１の少なくとも一つが、支持体へと共有結合する少なくとも一つの官能基を
含有する、請求項１２に記載のプロセス。
【請求項１４】
　前記シリルヒドリドがＲａＳｉＨ４－ａ、（ＲＯ）ａＳｉＨ４－ａ、ＱｕＴｖＴＨ

ｐＤ

ｗＤＨ
ｘＭＨ

ｙＭｚおよびそれらの組み合わせからなる群より選択され、ここでＱがＳｉ
Ｏ４／２であり、ＴがＲ’ＳｉＯ３／２であり、ＴＨがＨＳｉＯ３／２であり、ＤがＲ’

２ＳｉＯ２／２であり、ＤＨがＲ’ＨＳｉＯ２／２であり、ＭＨがＨｇＲ’３－ｇＳｉＯ

１／２であり、ＭがＲ’３ＳｉＯ１／２であり、ＲおよびＲ’の各々が独立してＣ１－Ｃ
１８アルキル、Ｃ１－Ｃ１８置換アルキルであり、ＲおよびＲ’が任意選択で少なくとも
一つのヘテロ原子を含有し、ａの各々が独立して１～３の値を持ち、ｇが０～３の値を持
ち、ｐが０～２０であり、ｕが０～２０であり、ｖが０～２０であり、ｗが０～５００で
あり、ｘが０～５００であり、ｙが０～２０であり、ｚが０～２０であり、但しｐ＋ｘ＋
ｙは１～５００と等しいという条件であり、シリルヒドリド内のすべての元素の値は飽和
している、請求項９に記載のプロセス。
【請求項１５】
　ｐ、ｕ、ｖ、ｙおよびｚが０～１０であり、ｗおよびｘが０～１００であり、ここでｐ
＋ｘ＋ｙは１～１００と等しい、請求項１４に記載のプロセス。
【請求項１６】
　前記不飽和基を含有する化合物が、アルキルキャップアリルポリエーテル、ビニル官能
化アルキルキャップアリルもしくはメチルアリルポリエーテル、末端不飽和アミン、アル
キン、Ｃ２－Ｃ１８オレフィン、不飽和シクロアルキルエポキシド、末端不飽和アクリラ
ートもしくはメチルアクリラート、不飽和アリールエーテル、不飽和芳香族炭化水素、不
飽和シクロアルカン、ビニル官能化ポリマー、ビニル官能化シラン、ビニル官能化シリコ
ーンならびにそれらの組み合わせからなる群より選択される、請求項９に記載のプロセス
。
【請求項１７】
　前記不飽和基を含有する化合物が一般式：
Ｒ１（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｚ（ＯＣＨ２ＣＨＲ３）ｗ－ＯＲ２　　（式ＶＩＩＩ）、
Ｒ２Ｏ（ＣＨＲ３ＣＨ２Ｏ）ｗ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚ－ＣＲ４

２－Ｃ≡Ｃ－ＣＲ４
２－（

ＯＣＨ２ＣＨ２）ｚ（ＯＣＨ２ＣＨＲ３）ｗＲ２　　（式Ｘ）もしくは
Ｈ２Ｃ＝ＣＲ４ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＯＣＨ２）ｚ（ＣＨ２ＯＣＨＲ３）ｗＣＨ２ＣＲ４＝Ｃ
Ｈ２　　（式ＸＩ）
を持つポリオキシアルキレンであり、
式中、Ｒ１の各々が２～１０個の炭素原子を含有する不飽和の有機基であり、Ｒ２の各々
が水素、ビニルもしくは１～８個の炭素原子のポリエーテルキャップ基であり、Ｒ３およ
びＲ４の各々が独立して一価の炭化水素基であり、ｚの各々が０から１００以下であり、
ｗの各々が０から１００以下である、
請求項９に記載のプロセス。
【請求項１８】
　請求項９に記載のプロセスにより作製された組成物であって、前記不飽和基を含有する
化合物がアルキルキャップアリルポリエーテルであり、ここで前記組成物が式（Ｉ）の錯
体を含み、そしてここで前記組成物が反応していないアルキルキャップアリルポリエーテ
ルおよびそのイソマー化産物を１０％以上含まない、組成物。
【請求項１９】
　請求項９に記載のプロセスにより作製された組成物であって、前記少なくとも一つの不
飽和基を含有する化合物がビニル官能化シリコーンであり、ここで前記組成物が式（Ｉ）
の錯体を含む組成物。
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【請求項２０】
　式（Ｉ）：
【化４ｃ】

の錯体の合成のためのプロセスであって、式（ＩＩ）の錯体を、アルカリ金属塩、アルカ
リ土類金属塩、グリニャール試薬、アルミニウムアルキル、水銀アルキル、タリウムアル
キル、およびそれらの組み合わせからなる群より選択される少なくとも一つのＬ含有アル
キル化剤と反応させるステップを含み、ここで式（ＩＩ）が、

【化５】

であり、
式中、
ＧがＭｎ、Ｆｅ、もしくはＣｏであり；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１が独立し
て水素、Ｃ１－Ｃ１８アルキル、Ｃ１－Ｃ１８置換アルキル、アリール、置換アリール、
またはハロ基もしくはエーテル基－ＯＲ３０（Ｒ３０はヒドロカルビル）から選択される
不活性の官能基であり、水素以外のＲ１～Ｒ１１が、任意選択で少なくとも一つのヘテロ
原子を含有し；そして任意選択でＲ４とＲ５とが、そして／または、Ｒ７とＲ８とが、一
緒に結合して、置換もしくは不置換の、飽和もしくは不飽和の、環式のもしくは多環式の
、環構造である環を形成し；そして
ＸがＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＦ３Ｒ４０ＳＯ３

－もしくはＲ５０ＣＯＯ－であり、Ｒ４０

は共有結合もしくはＣ１－Ｃ６アルキル基であり、そしてＲ５０がＣ１－Ｃ１０ヒドロカ
ルビル基であり；そして
Ｌの各々が独立して、Ｃ１－Ｃ１８アルキル、Ｃ１－Ｃ１８置換アルキル、アリールもし
くは置換アリール基であり、Ｌが任意選択で少なくとも一つのヘテロ原子を含有する、
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プロセス。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　式（Ｉ）の錯体を調製するためにさまざまな方法を使用できる。本発明の一実施態様に
おいて、式（Ｉ）の錯体の合成のためのプロセスが提供される。プロセスは、式（ＩＩ）
の錯体をアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、グリニャール試薬、アルミニウムアルキ
ル、水銀アルキル、タリウムアルキル、およびそれらの組み合わせからなる群より選択さ
れる少なくとも一つのＬ含有アルキル化剤と反応させるステップを含み、ここで式（ＩＩ
）は、
【化３】

であり、
式中、
ＧはＭｎ、Ｆｅ、ＮｉもしくはＣｏであり；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は独立し
て水素、Ｃ１－Ｃ１８アルキル、Ｃ１－Ｃ１８置換アルキル、アリール、置換アリールも
しくは不活性の官能基であり、水素以外のＲ１～Ｒ１１は、任意選択で少なくとも一つの
ヘテロ原子を含有し；そして任意選択でＲ４とＲ５とが、そして／または、Ｒ７とＲ８と
が、一緒に結合して、置換もしくは不置換の、飽和もしくは不飽和の、環式のもしくは多
環式の、環構造である環を形成し；そして
ＸはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＦ３Ｒ４０ＳＯ３

－もしくはＲ５０ＣＯＯ－のようなアニオ
ンであり、Ｒ４０は共有結合もしくはＣ１－Ｃ６アルキル基であり、そしてＲ５０はＣ１
－Ｃ１０ヒドロカルビル基であり；そして
Ｌの各々は独立して、Ｃ１－Ｃ１８アルキル、Ｃ１－Ｃ１８置換アルキル、アリールもし
くは置換アリール基である。ある実施態様において、Ｌは任意選択で少なくとも一つのヘ
テロ原子を含有する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　ヒドロキシル化反応において使用される不飽和基を含有する化合物は、アルキルキャッ
プアリルポリエーテル、ビニル官能化アルキルキャップアリルもしくはメチルアリルポリ
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エーテルのような不飽和ポリエーテル；末端不飽和アミン；アルキン；Ｃ２－Ｃ１８オレ
フィン、好ましくはアルファオレフィン；ビニルシクロヘキサンエポキシドのような不飽
和シクロアルキルエポキシド；末端不飽和アクリラートもしくはメチルアクリラート；不
飽和アリールエーテル；不飽和芳香族炭化水素；トリビニルシクロヘキサンのような不飽
和シクロアルカン；ビニル官能化ポリマー；ビニル官能化シランおよびビニル官能化シリ
コーンを含むがこれらに限定されない。
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